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＜連絡事項＞

・洗面所の左側の乾燥機が、お金を入れても時々動かなくなる為、修理伝票を提出しています。

・山田PSWよりNPO法人との連絡調整について

先日、NPO法人「しゃらく」との連絡調整及び、SWと病棟での連携について保護
者となっている清水千恵子様と再確認をしています。
貴重品の受け渡しなどに関しては、「しゃらく」⇔「青南病院」ではなく、｢しゃ

「しゃらく」⇔「清水千恵子様」⇔「青南病院」とすることとしていますので、今後徹底していきましょう。また、清水千恵子様も「しゃらく（清水代表）」の対応（口調などの接遇）に対して不満を抱いており、こちらに不満を様々話していました。

「しゃらく」との連絡調整については、「だれが」「いつ」「どこで」「何を」「何のために」など事項をきちんと確認して、病棟全員で把握し、清水千恵子様に連絡し仲介して頂くこととしましょう。

病棟職員で「しゃらく」から要求を受けた時は、S.G.M、J.G.Mと山田に一度連絡と確認をお願いします。

・新たな駐車場の使用場所および割り振りが決定しましたので、お知らせがきています。

　新しい駐車場にて、5/29（金）から駐車していただきます。駐車場が限られているため、利用する職員で協力し使用するようにして下さい。

また、新たな駐車場使用に伴い、現在庶務チームにて許可証を作成しています。

来週配布するまでは現在のものを提示するようにお願い致します。
・第１回院内研修の最終出欠表を作成致しましたので、各自ご確認下さい。
出欠表に間違いがありましたら5/31（日）までに、 総務チーム 田中さんまで申し出下さい。

＜皮膚科診察報告＞

・三上　勇様～急性湿疹の為、タベジール　２Ｔ　２×１（朝・夕）5/28（木）夕～6/4（水）朝まで、継続処方となっています。

・伊藤　五十二様～踵が硬くなっている為、入浴後ラップ保護との指示が出ています。

　

・井上　和美様～１）陰部　急性湿疹　デルモベート軟膏　１回/日　継続処方

２）頭部円形脱毛あり、フロジン　１回/日

　　　　　３）両足白癬　　ケルガ-クリーム　　１回/日
追加処方

　　　　　４）口角　口角炎　アフタゾロン　　１回/日

・田野端　忠夫様～１）両足底　ベンチ腫　　スピール膏→削る　　　

　　　　　　　　　２）下腹部・陰部・　　デルモベート軟膏　　　　継続処方

両下腿･左前腕　　デルモゾールＧ軟膏　

　　　　　　　　　３）左第４趾　　挫瘡　　アズクロ１回１日　　追加処方　　

＜自己服薬管理状況・評価＞

5／21戸賀沢　潔様～朝食後薬を声掛にて服用　

　　　田野端　忠夫様～朝食後薬の付け忘れ

元沢　政治様～朝食後薬の付け忘れ

柳杭田　かつ子様～就床前薬付け忘れ

5／22戸賀沢　潔様～昼食後薬飲み忘れ・・・ソファーでテレビを見ていた

　　　柳杭田　かつ子様～朝食後付け忘れ・・・急いでいた

5／23倉橋　生子様～就床前薬付け忘れ

布施　邦夫様～朝食後薬飲み忘れ・・・チラシを見ていた

　　　田野端　忠夫様～夕食後薬付け忘れ

　　　柳杭田　かつ子様～夕食後薬付け忘れ

5／24滝田　英人様～朝食後薬付け忘れ

5／25蛯名　勝幸様～朝食後薬付け忘れ

5／26布施　邦夫様～就床前薬声掛にて服用・・・ぐっすり眠ってしまっている

さらに付け忘れ

・布施　邦雄様・戸賀沢　潔様は内服の時間の意識が低く別の事に集中しています。飲み忘れ、声掛けで服用されている為、振り返りを行って頂きましょう。

・平　勝利様～今のところ付け忘れなどはありませんが、自分のチェック場所分からずに戸惑う事が多く見られています。自分の名前が分かるように文字を大きくするか、色別にする等、文字が見えないのか分からないのか、早急に原因を把握して工夫しながら対応していきましょう。

・小坂　君子様～眼のかすみを訴え、サンコバ点眼液処方となり自己管理していま

すが、残り少なくなったら自分から処方をお願いする事が出来ています。本人は1本ずつ持ちたいと話されている為本人のペースに合わせて自己管理を継続していきましょう。

・柳杭田　かつ子様～朝・昼・夕の食直前薬を管理して頂いていましたが、妄想に左右される為負担が多く、スタッフ管理とします。別容器を準備しましたので、1日分をホッチキスで留めて保管して下さい。朝、電話代の前に置くなど目に見える場所に置いて下さい。朝は申し送り前の7：55に服用して頂き、レストランでは、一番最初に配膳して頂くように、他の患者様にも説明し協力して頂いていきましょう。

・大上　なみ様～ナパゲルン軟膏の自己管理については、軟膏の使用量と塗布の仕方、保管方法について、最初から最後まで自分で出来るように、見守りしていきましょう。

・倉橋　生子様～現在、2/24から3～4日の服薬自己管理を行っています。不安感ストレスを訴え、ステップアップ出来ずにいました。周囲を気にする様子やプログラム不参加や不食などがあり、経過観察していました。服薬のセットや誤薬がなく経過している為、次回の定期から1週間にステップアップしても良いのではとの意見があり、担当スタッフは本人と話し合い、主治医に情報提供していきましょう。

・蛯名　勝幸様～現在内服薬の自己管理を行っており、湿布薬についても処方になった場合には、自己管理でもいいのではないかとの意見があります。湿布の使い方を説明し計画的に使用出来る、または無くなった場合にスタッフへ報告して頂くようにし、湿布の自己管理について、明日の問診時に担当医へ確認していきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒケース検討＞

· 平　勝利様～スタッフ付添いでの買い物訓練を始めていますが、43年のブランク

を考えた際に訓練のスピードが早いようです。精神的悪化を考慮し、本人にあわせゆっくりしたペースで介入して行きましょう。小遣い帳の記入時、お金の見分け方がわからない様子で、本人に金額を言ってもらうが「十円を百円や、千円札を壱万円札だ」と答え、繰り

返し教える事で理解出来ていました。買い物では交通ルールやマナー等を守り、車には十分注意して頂き、金銭管理はしばらくスタッフ管理でもいいのではとの意見があります。血液データではあまり異常も見られず、Drの診察では20単位食のままでおやつの制限なしと指示あり、1袋のビスケットを7日間管理する等、本人の希望する介入を話し合っていきましょう。

・三上　勇様～5／26の準夜帯で、妄想様の発言聞かれています。入院する前の事を

　　　　　　　思い出したと古町医院の先生を殴った事や、「宮古ちょうさんは木村

　　　　　　　守男の妹で、お寺の住職だ」「やくざの組長と仲良くなって」などと

　　　　　　　活発に話し掛けています。スタッフから切り上げ、ようやく話すの

を止め「昔の事を考えたら落ち着かなくなって」と話されています。

深夜帯でも4：00に起床したりと不安定になっています。主治医へ情報提供していきましょう。スタッフの対応としてはある程度話を傾聴し、切り上げるように介入して行きましょう。スタッフからは質問をせずに見守りをしていきましょう。

※「患者様介入ご家族様の治療的関わり」についてのスタッフの目標達成度検討会

· ご家族が面会に来られた際には意識して隣りに座り、病棟での生活について報告した。

· 今行っている看護について説明し、今後どういう看護をしていくか、ご家族と共に話し合った。

· ご家族の治療的係わりを考え、ご家族と共に患者様と買い物を勧めたりした。

· 今後の方向性等、Ｄｒとの面談も勧めた。

· 意識して介入したことで、ご家族の協力姿勢が強まった。（例えば滝澤様の言語訓練の為のご家族との電話、衣類の購入など）

　　　

※ＳＳＴの総括の記入が、ＳＳＴ中だけの内容が多く総括されていません。日常生活において目標が活かされているか、どういう事を練習しているのか等を評価し、次回の目標についての関わりかた等も記入するようにしていきましょう。

















































